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厚生労働科学研究費補助金（移医療基盤整備研究事業） 

令和2年度 分担研究報告書 

 

『適切な末梢血幹細胞採取法の確立及びその効率的な普及による非血縁者間末 

梢血幹細胞移植の適切な提供体制構築と、それに伴う移植成績向上に資する研究』 

 

分担課題名：コーディネートの効率化 

 

研究分担者 折原勝己 

公益財団法人日本骨髄バンク・ドナーコーディネート部・部長  

  

研究要旨  

2020年度、9施設が非血縁者間末梢血幹細胞採取施設に認定され、新たに宮崎県、沖縄県を含め45 都

道府県（福井県、佐賀県は未）に125施設が設置され、今後もドナーの利便性のため、全都道府県への

設置に向けてさらに働きかけが必要である。36例は大腿静脈アクセスから採取が行われた（女性19

例、男性16例は血管確保困難のためであったが、1例はドナーの希望であった）。発作性心房細動、ア

レルギー、発熱・骨痛による再入院を認めたが、重篤な有害事象は認めなかった。2020年度、コロナ禍

の影響で骨髄採取は前年比85％に減少したが、末梢血幹細胞採取は年間262件（合計1186件）で、前

年比110％に増加した。コロナ禍においては、凍結が特別に許可され、骨髄移植では149件（17.6％）、

末梢血幹細胞移植では65件（24.8％）が一旦凍結された後に移植に用いられた。患者登録～移植まで

の期間は骨髄移植では132日、末梢血幹細胞移植では123日であった。 

骨髄バンクが策定したドナー適格基準およびマニュアルに従った非血縁者末梢血幹細胞採取は、安全

に実施可能で、コロナ禍においても有用であった。 

 

Ａ. 研究目的 

非血縁者間末梢血幹細胞移植ドナーの安全性に関

する情報管理を整備し，より安全かつ効率的なシス

テムを構築し、コーディネート期間短縮をはかる。 

 

Ｂ. 研究方法 

骨髄バンクドナーで実施した末梢血幹細胞採取の実

態と有害事象データを解析し、コーディネートの問

題点を検証した。 

＜倫理面への配慮＞ 

ドナー登録においては、ドナーへの同意説明文書

を用いて書面での説明と同意の取得がなされる。 

 

Ｃ. 研究結果 

2020 年度、9施設が非血縁者間末梢血幹細胞採取

施設に認定され、新たに宮崎県、沖縄県を含め45 

都道府県（福井県、佐賀県は未）に125施設が設置

され、年間262件（合計1186件）採取された（凍結

が許可されているためUR-PBSCT件数は257件）。ド

ナーの性別では男性71％、女性29％、年齢別では20 

歳以上30 歳未満18％、30 歳以上40 歳未満33％、

40 歳以上50 歳未満38％、50 歳以上11％であっ

た。採取日数は84％が1日で終了した。CD34陽性細

胞数は96％で患者体重当たり2.0x106 以上が得ら

れ、1.0 x106 未満であった例は0.6％であった。

97％は上肢からの採取が可能であったが、36例は大

腿静脈アクセスから採取が行われた（女性19例、男

性16例は血管確保困難のためであったが、1例はド

ナーの希望であった）。発作性心房細動、アレルギ

ー、発熱・骨痛による再入院を認めたが、重篤な有

害事象は認めなかった。 

2020年度はコロナ禍の影響で骨髄採取は前年比

85％に減少したが、末梢血幹細胞採取は前年比

110％に増加した。 

2020年度はコロナ禍の影響でUR-BMHは前年比85％

（992-＞845）に減少したが、UR-PBSCHは前年比

110％（238-＞262）に増加した。コロナ禍において

は、凍結が特別に許可され、UR-BMTでは17.6％、

UR-PBSCTでは24.8％が一旦凍結された後に移植に用

いられた。患者登録～移植まで、UR-BMTでは132
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日、UR-PBSCTでは123日であった。 

 

Ｄ. 考察 

末梢血幹細胞採取1186例の解析結果から非血縁者

末梢血幹細胞採取は、安全に実施可能であった。

2020年度、骨髄採取は前年比85％に減少したが、末

梢血幹細胞採取は前年比110％に増加し、コロナ禍

においても有用であった。コロナ禍においては、凍

結が特別に許可され、骨髄移植では17.6％、末梢血

幹細胞移植では24.8％が一旦凍結された後に移植に

用いられたが、骨髄の凍結は手慣れていないとの意

見もあり、末梢血幹細胞移植での凍結が多かったと

思われる。 

福井県と佐賀県以外は末梢血幹細胞採取認定施設

が設置された、ドナーの利便性のため、全都道府県

への設置に向けてさらに働きかけが必要である。 

 

Ｅ. 結論 

骨髄バンクが策定したドナー適格基準およびマニ

ュアルに従った非血縁者末梢血幹細胞採取は、安全

に実施可能であった。コロナ禍においても末梢血幹

細胞採取は前年比110％に増加し、有用であった。 

 

Ｆ．健康危険情報 

  特になし。 
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H．知的財産権の出願・登録状況（予定も含む） 

【１】特許取得 

なし 

【２】実用新案登録 

なし 

【３】その他 

なし 

  


